
PDF issue: 2024-07-22

秋山家文書調査報告

法政大学, 近世史研究会 / HOSEI UNIVERSITY, Kinseishi-
Kenkyukai

(出版者 / Publisher)
法政大学史学会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
法政史学 / 法政史学

(巻 / Volume)
28

(開始ページ / Start Page)
122

(終了ページ / End Page)
129

(発行年 / Year)
1976-03-23



｜
、
秋
山
家
文
書
解
題

〔
調
査
概
要
〕

秋
山
家
文
書
は
現
在
東
京
都
港
区
三
田
四
’
一
一
一
’
六
大
増
寺
（
住
職
秋

山
義
邦
氏
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
秋
山
家
は
後
述
す
る
ご
と
く
旧
八
王
子

千
人
同
心
組
頭
を
代
々
勤
め
た
家
で
、
保
存
さ
れ
て
い
る
史
料
は
大
部
分
が

千
人
同
心
関
係
の
も
の
で
あ
る
。

秋
山
家
文
書
に
つ
い
て
は
す
で
に
「
千
人
同
心
関
係
文
書
目
録
」
ｓ
多
摩

文
化
』
第
一
○
号
掲
戦
）
の
中
で
そ
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回

の
調
査
の
結
果
、
新
た
に
多
数
の
史
料
が
発
見
さ
れ
こ
こ
に
目
録
化
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
度
新
た
に
発
見
さ
れ
た
も
の
を
加
え
目
録
化
さ
れ
た
史
料
の
総
点
数

は
一
○
○
点
で
あ
る
が
、
史
料
の
性
格
お
よ
び
残
存
状
況
か
ら
目
録
の
項
目

は
「
先
祖
書
」
関
係
一
つ
を
立
て
、
そ
れ
以
外
の
史
料
は
編
年
形
式
で
統

一
・
分
類
し
た
。
今
回
の
調
査
で
は
時
間
の
関
係
な
ど
も
あ
り
、
史
料
一
点

づ
つ
に
つ
い
て
目
録
化
し
袋
に
詰
め
る
作
業
を
行
な
い
、
数
点
の
承
に
つ
い

て
は
写
真
撮
影
を
し
た
が
、
解
読
な
ど
の
作
業
は
ま
だ
行
な
え
な
か
っ
た
。

法
政
史
学
第
二
十
八
号

秋
山
家
文
書
調
査
報
告

〔
秋
山
家
系
譜
〕

秋
山
家
文
書
の
性
格
を
知
る
上
か
ら
秋
山
家
の
系
譜
に
つ
い
て
多
少
触
れ

て
お
く
こ
と
に
す
る
。
秋
山
家
の
系
図
は
文
政
七
年
作
成
の
「
家
系
」
に
よ

る
と
次
頁
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
「
家
系
」
と
嘉
永
二
年
閏
四
月
作
成
の
「
由
緒
書
」
を
比
べ
て
承
る

と
若
干
の
相
違
点
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
由
緒
書
な
ど
を
も
と
に
代
戈
の
秋

山
家
の
当
主
の
な
か
で
千
人
同
心
組
頭
役
に
任
命
さ
れ
た
も
の
の
事
蹟
に
つ

（
註
）

い
て
簡
単
に
ゑ
て
行
く
こ
と
に
す
る
。

秋
山
家
が
八
王
子
千
人
同
心
組
頭
役
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
二
代

定
光
（
彦
兵
街
）
の
時
代
か
ら
で
、
武
田
信
玄
・
同
勝
頼
仁
仕
え
鎗
組
を
動

（
勘
）

め
た
定
光
は
天
正
一
○
年
（
一
五
八
二
）
石
坂
菅
兵
衛
組
に
召
し
出
さ
れ

た
。
そ
し
て
、
彼
は
天
正
一
八
年
家
康
の
関
東
入
部
に
伴
な
い
八
王
子
の
拝

領
屋
敷
に
居
住
す
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
後
、
奥
州
、
名
護
屋
、
関
ヶ
原
、

大
坂
の
各
地
に
転
戦
し
度
々
銀
子
を
賜
わ
っ
て
い
る
。

三
代
定
次
（
喜
左
衛
門
）
も
組
頭
役
を
仰
せ
付
け
ら
れ
寛
永
九
年
（
一
六

一
一
三
）
’
’
一
月
の
日
光
社
参
に
供
奉
し
、
慶
安
五
年
（
一
六
五
一
一
）
六
月
に
は

日
光
火
之
番
を
勤
め
て
い
る
。
定
次
に
は
二
男
あ
り
、
長
男
定
之
（
喜
左
術

法
政
大
学
近
世
史
研
究
会

一

一

一

一

二
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〔
文
書
概
要
〕

「
編
年
」
項
目
で
は
天
正
一
○
年
一
二
月
を
上
限
と
し
て
明
治
期
に
お
よ

ぶ
も
の
で
秋
山
家
に
関
す
る
も
の
が
圧
倒
的
な
数
を
占
め
て
い
る
が
、
特

に
年
代
的
に
ゑ
る
と
近
世
前
期
に
集
中
し
て
お
り
千
人
同
心
関
係
文
書
と
し

て
は
良
質
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
編
年
項
目
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
は
天

（
註
）

正
一
○
年
一
二
月
「
石
虹
鰯
琶
〈
衛
同
心
什
二
人
」
の
同
心
給
を
示
し
た
も
の

や
、
元
禄
一
一
一
年
九
月
の
石
坂
彦
三
郎
組
の
「
千
人
組
同
心
続
之
書
付
」
で

あ
ろ
う
。
特
に
後
者
は
成
立
期
お
よ
び
元
禄
期
の
千
人
同
心
の
出
身
国
別
に

ふ
た
組
構
成
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
元
禄
二
年
一
二
月
の
「
千
人
同
心
株
」
引
渡
し
に
つ
い
て
の
一
札

や
、
正
徳
五
年
二
月
の
病
気
の
た
め
「
同
心
株
」
を
譲
る
に
つ
い
て
の
一

札
は
江
戸
時
代
前
期
に
お
け
る
千
人
同
心
株
の
売
買
の
実
態
を
考
え
る
上
で

編
年
項
目
の
な
か
で
も
明
治
以
降
の
史
料
が
多
く
残
さ
れ
て
お
り
、
維
新

後
の
旧
千
人
同
心
の
動
向
を
知
る
上
で
貴
重
な
も
の
が
あ
る
が
、
と
り
わ
け

明
治
一
一
一
一
年
二
月
お
よ
び
明
治
一
四
年
七
月
に
東
京
府
知
事
宛
に
提
出
さ

れ
た
秋
山
喜
左
衛
門
の
【
息
子
戦
死
二
付
御
救
助
願
書
付
弁
履
歴
書
綴
ピ

な
ど
は
当
時
の
秋
山
家
の
事
情
を
克
明
に
記
し
て
お
り
、
旧
千
人
同
心
の
生

重
要
な
も
の
で
あ
る
。

活
状
況
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
明
治
一
○
年
四
月
か
ら
六
月
ま
で
の
西
南
の
役
の
戦
況
報
告
は
秋
山

家
一
四
代
目
の
朝
五
郎
が
、
新
政
府
の
軍
隊
に
入
り
西
南
の
役
に
従
軍
し
た

折
、
戦
地
か
ら
祖
父
、
叔
父
宛
に
差
し
出
し
た
書
簡
で
あ
り
、
西
南
戦
争
従

軍
兵
士
の
記
録
と
し
て
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

「
先
祖
書
」
の
項
目
で
は
文
化
一
二
年
二
月
の
「
石
坂
先
祖
書
」
、
天
保

法
政
史
学
第
二
十
八
号

一
一
一
年
五
月
「
河
野
家
先
祖
書
」
、
天
保
一
○
年
「
荻
原
公
先
祖
書
」
、
天
保

一
○
年
「
山
本
公
先
祖
書
」
、
天
保
一
○
年
一
○
月
「
秘
他
見
志
村
公
先
祖

書
」
、
天
保
一
○
年
二
月
「
中
村
公
先
祖
書
」
、
天
保
一
○
年
二
月
「
原

公
先
祖
書
」
、
天
保
一
○
年
一
一
一
月
「
東
窪
田
公
先
祖
書
」
、
天
保
二
年
八

月
「
西
窪
田
公
先
祖
書
」
、
「
西
荻
原
公
先
祖
書
」
（
天
保
期
）
な
ど
八
王
子

千
人
頭
一
○
名
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
先
祖
以
来
の
事
績
を
記
し
た
史

料
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
、
河
野
氏
関
係
以
外
は
他
に
見
る
こ
と
が
で

き
な
い
こ
と
か
ら
非
常
に
貴
重
な
も
の
と
思
う
。

（
文
責
馬
場
憲
ご

（
註
）
村
上
直
編
『
八
王
子
千
人
同
心
史
料
』
一
四
’
一
七
頁
。

一

一

四
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｜
１
日
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
・
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
－
－
１
１
１
－
－
－
１
７
－
Ⅱ
９
，
Ⅱ
ｂ
Ⅱ
リ
ー
０
‐

一
番
号
一
律

－
Ｉ
０
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
■
Ｉ
Ｉ
０
ｈ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
■
■
■
Ｐ
ｌ
Ｉ
ｌ
９
Ｉ
Ｉ
－
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ

一一一

四三二

一

○九八

一一

六五 上六五 四三

一一秋
山
家
文
書
調
査
報
告

Ⅲ
「
編
年
」
項
目

元
和
六
年
五
月
二
八
日

寛
永
一
二
年
四
月
ｌ
天
明
七
年
五
月

塵
安
元
年
三
月
一
五
日

寛
文
一
二
年
九
月
一
八
日

延
宝
六
年
六
月

貞
享
元
年
一
○
月
二
○
日

元
禄
二
年
一
二
月

元
禄
一
一
年
四
月
一
日

元
禄
一
二
年
九
月

元
禄
一
三
年
二
月
一
五
日

延
宝
八
年
八
月
一
七
日

貞
享
元
年
七
月
四
日

天
正
一
○
年
一
二
月
一
二
日

文
禄
二
年
一
一
月
九
日

元
禄
一
四
年
一
二
月
四
日

正
徳
五
年
一
一
月
二
九
日

年

二
、
秋
山
家
文
書
目
録

代

知
行
高
同
心
御
切
米
高

売
渡
申
畑
之
事

指
上
申
一
札
之
事

石
坂
管
兵
衛
同
心
サ
ニ
人
（
同
心
給
）

同
心
衆
御
給
定
之
日
記
（
写
）

（
付
）
甲
斐
信
玄
様
之
御
事

御
上
洛
弁
日
光
山
江
御
供
之
覚
書

（
千
人
同
心
年
次
記
録
）

（
天
和
三
年
年
貢
払
金
受
取
）

（
同
心
株
引
渡
一
一
付
一
札
）

入
置
申
質
物
之
事

千
人
組
同
心
続
之
書
付

八
王
子
千
人
組
同
心
之
由
緒
石
坂
彦
三
郎
組
百
人
之
内

弐
拾
壱
人
御
譜
代
御
訴
詔
一
一
罷
出
申
侯
願
書

党
（
御
切
米
、
御
扶
持
方
一
一
付
）

一
札
之
事
（
病
気
一
一
付
跡
式
渡
候
一
札
）

年
季
一
一
相
渡
し
申
畑
之
覗

屋
敷
売
渡
し
手
形

表

趣

秋
山
水
月

内
川
源
内
↓
前
山
文
左
衛
門

千
人
頭

八
郎
右
衛
門
他
二
名
↓
平
右
衛
門

八
木
宿
田
沢
才
兵
衛
他
二
名

↓
石
坂
勘
兵
衛
様
御
組

秋
山
喜
左
衛
門

散
田
村
畑
渡
シ
主
太
郎
左
衛
門
他
四
名
↓

秋
山
喜
左
衛
門
尉

勘
兵
衛
使
宮
崎
徳
右
衛
門
、
戸
長
伝
右
衛

門
↓
秋
山
喜
左
衛
門

勘
兵
衛
↓
秋
山
喜
左
衛
門

長
坂
善
兵
衛
他
二
名
↓
青
木
太
兵
衛

風
祭
清
左
衛
門
他
二
名
↓
秋
山
彦
八
郎

石
坂
彦
三
郎
組

秋
山
安
左
衛
門
他
二
一
名
↓
鑓
奉
行

石
坂
忠
兵
術

石
坂
管
兵
術

差
出
人
（
作
成
者
）
↓
請
取
人

一
形
態
・
数
量
一

五

縦縦状状状

帳帳

状状 状状

１１

状状縦

帳

縦縦

帳帳

１１

縦縦

帳帳

１１１１１１１ １１１１１
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四三三三三三三三三三三二二二二二二二二二
○九八七六五四三二一○九八七六五四三二一 ○九八七

法
政
史
学
第
二
十
八
号

（
明
治
期
）

明
治
元
年
九
月

明
治
七
年
六
月
二
八
日

明
治
七
年
九
月
二
日

明
治
七
年
一
○
月
七
日

明
治
七
年
’
一
三
年
六
月

明
治
九
年
六
月

明
治
一
○
年
四
月
一
五
日

元
文
五
年
二
月

宝
暦
一
一
年
五
月

明
和
八
年

天
明
二
年
七
月

寛
政
二
年
九
月

文
政
一
○
年
六
月
（
写
）

子
四
年

戌
一
一
月
一
七
日

正
月
七
日

（
江
戸
期
）
五
月
六
日

享
保
一
二
年
七
月

享
保
一
六
年
六
月
二
五
日

享
保
二
○
年
八
月
二
四
日

延
享
二
年
一
一
月

石
坂
彦
三
郎
組
分
限
帳

相
渡
申
御
扶
持
御
切
米
之
事

一
（
坂
本
家
先
祖
書
）

｜
日
光
飛
脚
順
番
江
戸
御
切
米
順
番
弁
雑
用
駄
賃
払
江

一
戸
順
番
覚
帳
、
日
光
最
合
金
飛
脚
銭
覚
、
代
番
御
頭

一
江
目
見
江
遺
物
日
光
用
金
覚

一
乍
恐
以
書
付
奉
願
上
候
覚

一
洞
堂
畑
請
取
事

一
御
普
請
小
屋
勤
番
覚
帳

一
千
人
組
同
心
御
切
米
高
覚
帳

一
由
緒
書
（
秋
山
茂
左
衛
門
家
）

千
人
頭
同
隊
之
者
、
甲
州
伝
来
古
書
並
古
器
物
写

松
平
和
泉
守
殿
被
成
御
渡
候
御
書
付
他
―

―
覚
（
扶
持
方
手
形
一
一
付
）

’
（
歳
暮
御
礼
一
一
付
礼
状
）

’（端午之祝儀礼状として）
｜
親
類
書

一
北
条
氏
照
戦
死
（
小
田
原
城
落
城
時
戦
死
者
名
写
）

’
（
本
籍
預
り
旅
費
用
立
に
付
書
状
）

一
御
一
新
被
仰
出
条
々
（
五
人
組
そ
の
他
）

一
鋪
金
預
之
証
（
座
茶
屋
敷
金
）

｜
蒲
団
代
金
井
料
義
滞
催
促
之
訴

一
（
隊
書
記
代
務
申
付
書
）

（
秋
山
朝
五
郎
軍
隊
関
係
経
歴
綴
）

（
夜
具
蒲
団
料
催
促
之
訴
）

（
西
南
の
役
大
隊
書
簡
掛
申
付
書
）

秋
山
喜
左
衛
門
↓
福
島
嘉
兵
衛

別
御
隊
第
二
旅
団
↓
秋
山
朝
五
郎

河
原
崎
権
之
助
↓
中
村
屋
福

秋
山
喜
左
衛
門

隊
長
↓
伍
長
代
務
一
等
卒
秋
山
朝
五
郎

秋
山
明
義
（
代
筆
）

秋
山
茂
左
衛
門

秋
山
定
径

長
田
甚
左
衛
門

本
間
伴
介
↓
秋
山
此
右
衛
門

↓
南
部
監
物
殿

信
濃
↓
南
部
右
近
殿

秋
山
茂
左
衛
門

秋
山
平
右
術
門
他
十
名
↓
搾
田
圧
兵
術

奥
岳
寺
↓
秋
山
市
左
術
門

石
坂
彦
三
郎

佐
藤
文
右
衛
門
他
二
名
↓
秋
山
富
八
郎

↓
十
村
勘
六

一
一
一
一
ハ
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二一－上▲二一一一ヨー

ノ、／、’、'、／、

四三二一○
五五五五五五

九八七六五四
五
＝
￣

五五五四四四四四四四四四
一一○九八七六五四三二一
一秋

山
家
文
書
調
査
報
告

（
明
治
二
八
年
力
）

明
治
二
九
年
一
一
月
二
九
日

明
治
二
九
年
一
一
月
三
○
日

明
治
一
一
九
年
一
一
月
三
○
日

（
明
治
二
○
年
以
後
）

明
治
一
○
年
四
月
’
六
月
一
（
西
南
の
役
戦
況
報
告
な
ど
峨
地
謝
簡
一
括
）

’
（
西
南
の
役
戦
況
報
告
）

明
治
一
○
年
七
月
五
日

明
治
一
○
年
八
月
三
日

一
（
西
南
の
役
戦
況
報
告
）

明
治
一
○
年
九
月
九
日

一
椛
難
御
届

明
治
一
○
年
一
○
月
八
日

（
厭
人
身
元
引
受
一
一
付
）

’
（
秋
山
幸
太
郎
戦
死
一
一
付
書
付
下
書
）

明
治
一
○
年
一
○
月

明
治
一
二
年
一
○
月
一
八
日
撫
居
御
届

明治一二年一二月一一一日一送籍願
明
治
一
一
一
一
年
七
月
五
日

一
（
結
婚
許
容
願
講
）

明
治
一
一
一
一
年
七
月
一
二
日
一
（
通
元
院
阿
野
密
円
方
寓
居
届
）

明治二一一年一一月二日一糊鮒筏阯榊肺惚漸籍書等綴）
明
治
一
一
一
一
年
一
一
月

ｌ明治二五年一一一月一（…子戦死一一付御救助願書付井履雁書綴）
明
治
一
一
一
一
年
一
一
月

ｌ
明
治
一
四
年
七
回

明
治
一
四
年
一
一
月
七
日

一
（
子
供
病
気
一
一
付
延
着
願
）

明
治
一
五
年
四
月
一
○
日

歎
願
口
書
（
扶
助
料
歎
願
）

明
治
一
六
年
七
月
一
日

履
歴
書

明
治
一
六
年
一
一
月
七
日

（
秋
山
朝
五
郎
履
歴
書
）

明
治
一
七
年
七
月
一
五
日

年
齢
更
正
願
書
御
願
下
ヶ
之
儀
一
一
付
願

明
治
一
七
年
一
一
月
二
四
日
（
叙
勲
一
一
付
履
歴
書
）

什
八
年
度
出
力
瀞
Ｃ
ｌ
’
二
月
迄
一
年
分
）

陸
軍
兵
籍
（
秋
山
朝
五
郎
）

死
亡
証
書
（
秋
山
刺
五
郎
）

従
六
位
叙
任
証
書

（
秋
山
朝
五
郎
家
族
下
卿
書
上
）

新
発
田
術
成
病
院
長
丸
山
真
方

官
内
大
臣
士
方
久
元
↓
秋
山
刺
五
郎

秋
山
朝
五
郎
、
秋
山
昭
義
↓

東
京
錬
台
幕
僚
書
記
、
歩
兵
Ｗ
↓
太
政
官

賞
勲
局
長
秋
山
朝
五
郎

池
費
川

秋
山
喜
左
衛
門
↓
東
京
府
知
事
松
田
道
之

秋
山
喜
左
術
門
↓
萠
剛
使
凧
館
区
第
四
組

秋
山
喜
左
衛
門
↓
東
京
府
知
事
松
田
道
太

秋
山
朝
五
郎

秋
山
朝
五
郎
↓
秋
山
喜
左
衛
門

秋
山
朝
五
郎
↓
秋
山
葛
方
術
門
、
秋
山
明
義

秋
山
朝
五
郎
↓
秋
山
喜
左
衛
門

秋
山
喜
左
衛
門

秋
山
喜
左
衛
門
↓
中
野
安
次
即

秋
山
喜
左
衛
門

秋
山
昭
義
↓
芝
区
長
相
原
安
治
郎

秋
山
孝
高
↓
区
長
相
原
安
次
郎

秋
山
朝
五
郎
↓
陸
軍
大
佐
岡
沢
緒

秋
山
喜
左
衛
門
↓
芝
区
長
前
田
利
充

実
父
香
月
賢
蔵
↓

艫
葉
斉

七
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七七七七七七七六六六六六

六五四三二一○九八七六五

番
号
一
年

八八七七七

一○九八七

法
政
史
学
第
二
十
八
号

(2)

先

明
治
三
○
年
六
月
七
日

明
治
三
一
一
一
年
六
月
一
一
一
一
日

午
四
月
（
明
治
三
年
力
）

（
明
治
期
）
六
月
二
六
日

（
明
治
期
）
七
月
二
五
日

（
明
治
期
）
一
二
月
二
日

（
明
治
期
）

（
明
治
期
）

（
明
治
一
一
一
七
年
ｌ
昭
和
三
年
）

（
明
治
期
）

（
明
治
期
）

（
明
治
期
）

大
正
七
年
一
二
月
一
九
日

文
化
一
二
年
二
月

文
政
七
年
七
月

享
和
三
年
二
月

（
明
治
期
）

（
明
治
期
）

祖

書

代

扶
助
料
請
求
書

（
勲
章
領
収
証
送
付
通
知
書
）

東
京
府
大
政
官
御
役
所
江
奉
願
候
書
面
丼
御
附
紙
写
共

（
叙
勲
一
一
付
履
歴
書
）

（
戦
地
出
立
之
際
御
見
送
一
一
付
礼
状
）

受
取
証
（
故
秋
山
大
尉
返
納
金
）

戸
籍
中
年
齢
相
違
之
者
御
改
正
之
儀
一
一
付
願
（
断
簡
）

（
寄
留
人
身
分
取
扱
い
に
つ
ぎ
）

陸
軍
兵
籍

（
秋
山
孝
高
履
歴
書
）

（
旧
八
王
子
千
人
隊
伍
長
秋
山
喜
左
衛
門
戸
籍
）

乍
恐
以
書
面
御
下
ヶ
奉
願
上
侯
（
下
宿
合
料
勘
定
一
一

付
）

保
険
申
込
証
書
（
秋
山
朝
五
郎
分
）

（
西
南
の
役
戦
況
報
告
）

規
則
書
（
左
右
大
臣
以
下
の
官
禄
規
則
）

戸
籍
謄
本
（
秋
山
朝
五
郎
）

（
未
整
理
）

由
緒
書
（
文
政
五
年
九
月
御
目
付
衆
よ
り
加
筆
相
済
下

ル
写
）

石
坂
先
祖
書

川
口
村
秋
山
氏
家
系

表

題

秋
山
喜
久
↓
横
山
村
長
林
藤
蔵

歩
兵
第
十
六
連
隊

秋
山
喜
左
衛
門
↓

陸
軍
歩
兵
大
尉
秋
山
朝
五
郎
↓
賞
勲
局

善
一
郎
↓
秋
山
・
荻
野
・
瀬
川

田
淵
孫
三
郎
↓
妙
田
歩
兵
少
尉

大
蔵
省

東
京
市
芝
区
長
古
橋
幸
正

石
坂
恒
兵
衛

秋
山
茂
左
衛
門
定
径

秋
山
喜
左
衛
門

差
出
人
（
作
成
者
）
↓
請
取
人

一
形
態
・
数
量

↓
市
在
各
区
区
長
、
戸
長 八
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（
付
記
）

九八七六五四三二一○九八七六五四

ｏ
昭
和
四
九
年
八
月
一
九
日

本
調
査
は
法
政
大
学
文
学
部
地
理
学
科
教
授
大
貫
俊
先
生
よ
り
御
紹

介
を
受
け
、
大
増
寺
住
職
秋
山
義
邦
氏
の
御
好
意
に
よ
っ
て
行
な
う
こ

秋
山
家
文
書
調
査
報
告

ｏ
昭
和
五
○
年
七
月
二
四
日

と
が
で
き
た
。
こ
こ
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
調
査
日
・
参
加
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

文
政
七
年

文
政
七
年

天
保
三
年
五
月

天
保
一
○
年

天
保
一
○
年

天
保
一
○
年
一
○
月

天
保
一
○
年
一
一
月

天
保
一
○
年
一
一
月

天
保
一
○
年
一
二
月

天
保
一
一
年
八
月

嘉
永
二
年
四
月

嘉
永
二
年
閏
四
月

（
天
保
期
）

村
上
直
教
授
、
大
学
院
生
馬
場
憲

秋
山
氏
家
系

家
系

河
野
家
先
祖
書

荻
原
公
先
祖
書

山
本
公
先
祖
書

秘
他
見
志
村
公
先
祖
書

中
村
公
先
祖
書

原
公
先
祖
書

東
窪
田
公
先
祖
書

西
窪
田
公
先
祖
書

由
緒
書

由
緒
書

源
氏
秋
山
家
系
譜

西
荻
原
公
先
祖
書
（
窪
田
公
系
譜
も
含
）

秋
山
家
系
図

秋
山
家
過
去
帳

池
田
昇

村
上
直
教
授
、
大
学
院
生
馬
場
憲
一
・
平
沢
勘
蔵

白
川
部
達
夫
・
池
田
昇

佐
藤
豊
己

荻
原
石
之
助

秋
山
定
経
（
調
査
）

秋
山
定
経

千
人
頭
河
野
四
郎
左
衛
門

千
人
頭
荻
原
弥
右
衛
門

千
人
頭
山
本
橘
之
助

千
人
頭
肝
煎
志
村
又
右
衛
門

千
人
頭
中
村
又
一
郎
安
知

千
人
頭
原
半
左
衛
門

千
人
頭
窪
田
鉄
三
郎
忠
雄

千
人
頭
窪
田
助
之
丞

秋
山
茂
左
衛
門

秋
山
茂
左
衛
門

九
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